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代日本文化の変容と剖]訳

翻訳文学とは何であるのか一 。明治維新後の日本にとつて翻訳は、西洋文明に学び、近代国家の

骨格を整えるために必要な、国家的事業であつた。外国文学の翻訳は近代 日本文学の形成に大きな影

響を及ばし、そして今 日、すべての日本現代文学は、執筆される時点ですでに翻訳されることを想定
しているといえよう。
直訳 と意訳、翻訳者の役割、原作者の言語意識……。言語が自国文化 と深 く関わる以上、翻訳文学

はつねに複雑な要素をはらむ。最前線で活躍中の研究者たちが、比較文学 。比較文化研究の立場から

翻訳文学の諸相を語 り可能性を探る。              テキズ

^・

ス 周罹認男勘彦 ′

井上

第一部 近代日本の翻訳文学

明治二〇年代の翻訳と日本近代文学の《生成》                山田潤治 (大正大学専任講師)

魔術的ファンタジーとSFの交叉点一 春浪・『アラビアンナイト』。ヴェルヌーーー     私市保彦 (武蔵大学名誉教授)

リアリズムの翻訳 翻訳のリアリズム                     柏木隆雄 (大手前大学副学長)

文学の翻訳から翻訳文学ヘーー昭和初期のヘミングウェイ、プルースト翻訳を事例に一一   井上 健 (東京大学教授)

第二部 翻訳者の役割

現代語訳の日本語― 谷崎潤一郎と与謝野晶子の『源氏物語』訳一―         中村ともえ(静岡大学講師)

翻訳におけるジェンダーとく女〉の声の再生―一ノ協
"か

らKitchαはで一       金 志映 (東京大学博士課程)

翻訳者の透明性について一 村上春樹訳『グレート・ギャツビー』をめぐって一―     上西哲雄 (東京工業大学教授)

第三部 翻訳文学の位相

世界文学としての翻訳文学― ゲーテ、マルクス、シュピッツア、モレッティー
ッーントン不破直子 (日 本女子大学名誉教授)

翻訳の詩学・詩学の翻訳一一近現代日本詩歌の英訳を中心|こ一        リース・モートン (東京工業大学教授)

原作者に《なる》――ボルヘス「『ドン。キホーテ』の著者、ピエール。メナールJから一―
諸 坂 成 利 (日 本大学教授)

母語の外に出ること:エクソフォニーの可能性をめぐって

一 多和田葉子とく翻訳〉について一
                    依岡隆児 (徳島大学教授)

健 編
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言 語 の あ い だ を 読 む 日・英 増 の比較文学

大澤吉博箸

東京大学大学院在職中に急逝した氏の研究成果。その主題は夏目漱石
を中心とした日本文学の他言語への翻訳、外から見た日本文学と日本
文化、そしてイギリスと世界との関わりである。30年以上にわたる多

彩な研究の全体を広く学界に提示する遺稿集。

レA5判・550頁/定価9,450円        ISBN978-牛 7842-152牛 9

漱石文学の水脈
坂元昌樹・田中雄次・西模偉・福澤清編

漱石文学がどのような思想と背景のもと生み出され、日本を含む東ア
ジア文化圏においてどのように受け入れられ、どのような影響を与え
てきたか、「<漱石>への水脈」と「〈漱石>か らの水脈」という二つ

のテーマから検証する10篇。熊本大学の教員を中心とした共同研究。

レ46判 。280頁/定価2,940円        ISBN978-牛 7842-1506-5

夏 目 漱 石 に お け る 東 と 西 大手W時 阻 は 1研刻 障 4

松村昌家編

明治の文豪・夏目漱石の小説において、そこに織り込まれた西洋的概
念と東洋的概念の葛藤、直接影響を受けた小説との比較、イギリスの

事物の受容の様相など、気鋭の研究者たちによる漱石文学論。
【内容】月ヽ説美学としての<非人情>/『吾輩は猫である』における
メランコリーと神経衰弱/奇人たちの饗宴/漱石の薔薇戦争など
>A5判 。208頁/定価2,040円        ISBN978-4-7842-1335-1

中国語日における厨川白村現象
工藤貴正著
厨川白村の著作が彼の死後、日本では急速に忘れ去られたのに対し、

中国語圏(中 国、台湾、香港)の知識人たちの間では、今なお知名度
が高い。いかに受容・翻訳され、その特徴はいかなるものだつたか、
基本的資料を示しながら考察。厨川を軸とした日中台の文学交流史。
レA5判 。370頁/定価6.300円        ISBN978-4-7842-1495-2

越境する漱石文学
坂元昌倒・西傾偉・福澤清編

誓奮奏イ拿僣密訳号¥黒名ど任乗皇撃τ蕗後宅霧ユ密基F集奮嘉冦ぉ
いて「越境」の実践としての「漱石と熊本」という視点から、漱石の

熊本時代の評論、エッセイ、交友関係を考察する。

レ46判・284頁/定価2,940円        ISBN978-4-7842-1565-2

漱石と世界文学
坂元昌樹・田中雄双・西槙偉・福澤清編

与乳塁轟基長桑桑轟受
｀
発＼ 靱 基ど異冴提?と 泳浪桑尾浄写

なく、漱石がその後の世界文学に与えたインパクトや、世界で漱石文

学が翻訳のかたちでいかに受容されたかなどをも見極める9篇。

レ46判 。260頁/定価2,940円        ISBN978-4-7842-1460-0

幸田露伴の世界
井波律子・井上章―編

各霊換今暴舞4警景鬱豊二実こ獣會む言塁罷曽悟こそう速三唇こ豪:
露伴にアプローチする。国際日本文化研究センター (日 文研)で行わ

れた共同研究の成果13篇。
レA5判・320貢/定価5,250円        ISBN978-4-7842-1444-0

※谷崎潤―郎と世紀末大手前大鞘疎文化研究最書1阪神文化論
松村昌家編

大手前大学で行われた日本比較文学会全国大会のシンポジウムをもと
に海外における谷崎評価もprrま え、比較文学的見地から谷崎の文学に

迫る。谷崎が世紀末的デカダンスの洗ネしを受けたとされるノルダウの
「世紀末」とクラフ ト=エービングの「マゾヒズム」の翻訳を収録。

>A5判・212頁/定価2,940円          ISBN牛 7842-110牛 7

ヴ ィク トリア朝英国 と東 ア ジア 汗 前洋 雌 lLTrn3視 覚 芸 術 の 比 較 文 化 大手前大掌比較文1阿究歳書2

川本皓嗣・松村昌家編

近代化過程における日本・中国・朝鮮と英国との文化交流誌。
【目次】ムスメに魅せられた人 /々交差する両洋の限差し/福沢諭吉に

おけるW・バジョット問題/ミ ルのOn Libertyは 明治日本と清末中国で
どのように読まれたか/中村正直訳『自由之理』と厳復訳『卒己権界
論』/『イラストレイテッド・ロンドン・ニューズ』の東アジアなど
レA5判・280頁/定価3,360円          ISBN牛 7842-1297-3

-九二〇年代東アジア文化交流 I・ Ⅱ
川本皓嗣・上垣外恩―編  大手前大学比較文化研究歳書 6・ 7

明治期の交流にくらべて研究の事例も少なく、未開拓の部分も多い19

20年代の東アジア文化交流の様相を、当該各国の研究者を結集するこ

とによつて明らかにする。

iと I ::士:1甘 :9'4:巨ヶケ;:1:夕 :と !日           1忌 :‖]子 :Ξ子:4を三十::,E:

※
中 国 文 人 画 家 の 近 代 豊子性の西洋典衛受容と日本

西槙偉著

豊子性は民国期から人民共和国期まで世相人情を反映する抒情漫画や

随筆の名手として身辺雑事から文学・美術・音楽などを題材に軽妙な

語り口の散文を遺した。「中国」「日本」「西洋」という三つの視点を設け、
豊子慢が日本を通して西洋美術を受容したことの意義を問うと同時に
「文化の越境者」彼の本質に迫り、20世紀日中知的交流の軌跡を検謳
レA5判・384頁/定価5,775円          ISBN牛 7842-1230-2

俳句とジャポニスム メキシヨ騰人タブラーつり胎 フエノロサ社会論集

川本階嗣・松村昌家編

歌枕に詠まれたいにしえの芦屋の浜、歌人や作家に愛され、その作品
に影響を与えてきた芦屋 '西官など阪神間の風土、さらに開港早々慌
ただしい歴史の舞台ともなつた神戸一一文学、歴史から阪神文化の神

髄に触れる。【目次】歌枕の詩学/松瀬青々論/昭和初期の神戸にお

ける青年団運動について/A・ B・ ミットフォー ドと神戸事件 ほか

レA5判 ,290頁/定価3,360円        iSBN978-牛 7842-1398-6

インタビュー・エッセイや新刊情報 を掲載 した広報誌 鴨東通信,Iを 年 4回無料でお送 りしています

武田恒夫・辻成史・松村昌家編

源氏物語からラファエル前派まで、日欧の古代から現代までの文学テ

キス トと絵画・工芸などとの関わりを、まるで謎解きのように結いて
いく。文学と視覚芸術の交差点。【内容】物語絵から物語図へ/文芸

を着る/む さしの、そして『武蔵野』まで/ゴーガン作 《デ・ハーン

の肖像》に描かれた書物/マンチェスター美術名宝博覧会 など
レA5判・256頁/定価2,940円          ISBN4-7842-1187-X

電話・fax・ Eメ ールでお申 し込み下さいf※ 印の書籍はタト函・カバーに汚れ・傷みがございます

大手前大学比較文化研究歳書 5

減びと異郷の比較文化
日本とヒ較文学会編

第一線で活躍する比較文化研究者が「滅び」と「異郷」のヴィジョンを東
西の文学・文化・美術に探る。
【目次】I減びのヴィジヨン/滅びとエロス・滅びと再生 Ⅱ異郷の
ヴィジョン/遥かなる異郷・訪れた異郷・見出された異郷

>A5判 ,516頁/定価14,700円         ISBN4-7842-0821-6

山□静一編

明治期の美術運動で著名なフェノロサだが、当初の目的は東京大学で

ミル、スペンサー、ヘーグルなど社会思想を講じることだつた。本書
では日本の学会誌や新聞・総合雑誌に発表された政治。経済。社会・

宗教・哲学・比較文化論等に関する主要な論文 講演13篇 を収める。
レA5判 。330頁/定価8,190円          ISBN牛 7842-1028-8


